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年頭に当たって 

会長 大田吉彦 

 

新年明けましておめ

でとうございます。 

旧年中は格別のご高配

を賜り、心より御礼申

しあげます。 

また平素は東京高専、

技術懇談会の教育事業、

産学連携事業、地域活

動等にご協力をいただき有難うございます。技術懇

談会も社団法人となって2年目を迎えることとなり、

会員企業も100社を超える陣容となりました。みな

さまのご理解の賜物と感謝申し上げます。 

昨年は日本から北海道大学の鈴木章名誉教授、バ

デユー大学の根岸栄一教授と二人のノーベル賞受賞

者を出したことは日本人に誇りと夢を与えてくれま

した。 

また宇宙探査機「はやぶさ」が５０億Kmを7年の

月日をかけて小惑星「イトカワ」の貴重なサンプル

を持ち帰ったことは興奮と感激を与えてくれました。

おそらく日本の技術者にとってはおおきな感銘と自

信を与えてくれたニュースであったと思います。 

しかし経済については、大企業においてはここ数

年低迷していた状態から抜け出した感じもあります

が、一部の中小企業では未だ苦しい状態にあります。

生産、物づくり、といった仕事が中国をはじめとす

る海外に取って代わられたためであります。これは

大企業が製品の生産を中小企業に依頼していたもの

を、海外の自社工場、あるいは海外企業に移したた

めであります。このため、下請け企業の倒産、廃業

などが起こっています。この影響は大学、高校の新

卒業生にも及び、報道によりますと今年の新卒者の

正規社員としての就職率は５０％程度とのことであ

ります。これは世の中が変わったと見るべきだと思

います。すべてがグローバルになったのです。これ

からの企業は競業相手も仕入先も納入先も国内ばか

りでなく海外にあることを意識しなければいけませ

ん。企業のグローバル化は避けて通れないと思いま

す。 

また技術の進歩もはやくなりました。製品やその

生産工程、物づくり方法など従来のままの技術では

通用しなくなってきています。その変化も激しく、

新製品開発、新技術による生産が絶えず求められる

時代になっています。技術革新―イノヴェイション

が重要です。 

これらに対応するためには人材が必要であります。

すぐれた人材を確保、養成することが必要でありま

す。しかし残念なことに企業は厳しい状態になりま

すと教育費を最初にカットする傾向があります。こ

れはおおきな間違いであります。企業の存続、発展

を望むなら人材育成を第一に考えるべきであります。 

現在 CO２問題からエネルギーに関心が集まって

います。再生可能エネルギーとして太陽電池、燃料

電池などが注目されています。自動車業界ではリチ

ューム電池への移行が本格化しています。世の中の

エネルギー源が変わると世間が必要とする技術も大

きく変化します。我々は一大産業革命の真っただ中

にいるのかもしれません。世界の動きや変化から目

をはなしてはいけないと思います。 

このような状況を踏まえ技術懇談会は第一に技術

者再教育を取り上げたいと思います。人材育成が重

要だからであります。匠塾をもっと充実することで

す。第二に先端技術の情報の提供です。この分野の

高専での講義を企業に開放してもらうのも一つの方

法であります。第三は企業が先生や職員の方々や学

校をもっと利用することだと思います。プロジェク

トについては専門の先生方と共同研究、情報交換、

助言などもいただけます。高度な測定器、分析器、

加工機なども利用できます。外部施設の見学会など

も有意義であります。専攻科の研究発表会はテーマ

を見ても自社の専門外の分野の動向などを把握する

ことができます。またインターシップでは高専生が

企業にきて従業員とともに仕事をしますが純真な目

で企業を見ることができ企業としても得るところが

あります。 

まだまだ各企業と高専との関係を強めることがある

と思います。 

 本年もさらに東京高専と会員企業、会員企業間、

関連業界との関係強化に努力していくつもりであり

ます。みなさんのご協力をおねがいします。またみ

なさんのますますの発展をお祈りいたします。 

 
事務局より 

明けましておめでとうございます。本年も宜しく

お願い致します。新年早々寒波の来襲で、日本列島

は凍てつくような寒さに見舞われています。寒さに

めげず、活発な技術懇談会活動に取り組んで行きた

いと思います。１月に研究資源見学会、３月に異業

種交流会を開催します。このほかにも、様々なイベ

ントを行います。多くの会員の皆様のご参加をお待

ちしています。kikaku@tokyo-ct.ac.jp 
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